


















O jの文法的機能を考察した先行研究に宇根祥夫「O j!についての一考察」がある 。この冒頭で、























上述した$O j% はほとんどの語学書で取り扱われるが、動詞に O jを後置させて、さらに句または
節をつなげる用法、まさに「英語の WKDWと似たような働きをする 」O jの用法については、即座に理
解できる説明がなされていないのが実情である。さらには、例えばベトナムの商店で古く汚れた紙幣
の受け取りを拒否された時に言う³7LӅQOjWLӅQ ´（「お金はお金。」金には変わりがないのだからと受け
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なった。グエン・フー・フォンは自著の一節を O jの考察に当てて、「O jはある関係をしるし付ける繋
詞である。Ojを含む述部の否定は動詞、通常はSKҧL（またはÿ~QJ）を用いることにより実現される」、「Oj
は否定文において省略されることもある」と述べている。O jは、後述するように$＝%の関係を示す
機能を持つのみで、そもそも否定に馴染まないのである。ゆえに、O jは「まさにその通りである、他
のありようがない」の意を持つSKҧLを「援軍」にして、NK{QJと結びつくことになる。これは、フォ
ンの、（名詞述語文の否定）にはSKҧLが必要であるが、O jは絶対不可欠の要素ではない、また、動詞
が述部の中心にある否定文においては、動詞はSKҧLの力を借りなくても直接にNK{QJと結合できるの
でNK{QJ＋動詞の形式になる 、という論述と矛盾ないだろう 。
４．まとめ
　O jの用法そのものについては本文中で考察を済ませたので、講義などでの取り扱いについて言及し
ておきたい。
ベトナム語làの取り扱いかたをめぐって
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ベトナム語初学者の圧倒的多くが、既に英語の学習を経験している。そして、彼らが最初に「出会
う」O jは、本文で最初に取り上げた〔名詞１　O j　名詞２〕である。単調であるとは分かりながら
も例文としては、7{LOjQJѭӡL1KұW（私は日本人だ）などを用いがちである。そうすると学習者は「O j
は、英語で言えばEH動詞のようなものだ」と合点し、それで覚えこんでしまう。学習が進み、様々
なパターンが出てくると、最早お手上げである。
そもそも英語とは全く異なるベトナム語を学ぶときに、母語である日本語との対照ならともかく、
英語と対照してしまうところが、英語教育が内包する「負の力」が作用していると考えられるが、学
習者の「O jはEH動詞のようなもの」という気づきに対して、我々は必ずしもそうではないことを一
度は説かなければならない。
ベトナム語の文法事項を、ベトナム語のしくみを示しながら、ベトナム語の用例を豊富に用いて解
き明かしていくことの方が、「英語ではこう」、「日本語ではこう」と安直に１対１の対照を示してい
くことよりも正確な理解を生むような気がしてならない。
注
１．宇根祥夫「< Oj >についての一考察」『東京外国語大学論集』第46号、1993年.
２．宇根は「このlàは主題部と題述部の境界を明示し、かつ補足語を強調する機能を持つ助詞と解釈すべきだろ
う」と述べている.
３．宇根祥夫『初めて学ぶベトナム語』語研、1997年、44ページ.
４．細井佐和子『ベトナム語を学ぶ』あるむ、2001年、15ページ.
５．三上直光『ニューエクスプレス　ベトナム語』白水社、2007年、22ページ.
６．宇根（1993）.
７．+RjQJ7UӑQJ3KLӃQ　ベトナム中部ダナン生まれ。旧ハノイ総合大学で外国人向けのベトナム語教育部門責任
者を務める。その後、東京外大客員教授、ハノイ国家大学教授を歴任し、2000年退官.
８．+RjQJ7UӑQJ3KLӃQ7ͳÿL͋QJL̫LWKtFKK˱WͳWL͇QJ9L͏W, 東京外国語大学、1991年。なお、表紙タイトルには『現代
越語虚詞解析詞典』の漢字が添えられている.
９．訳は筆者による。以下も格段の断りがない限りは筆者訳。原文にはKӋ Wӯ, ÿӝQJWӯÿһFELӋWと書かれている.
10．1JX\ӉQ3K~3KRQJ　ベトナム中部ダナン生まれ。&HQWUH1DWLRQDOGHOD5HFKHUFKH6FLHQWL¿TXHなどでベトナム語
研究を行う.
11．1JX\ӉQ3K~3KRQJ1KͷQJY̭Qÿ͉QJͷSKiSWL͇QJ9L͏W1Kj[XҩWEҧQĈ+4*+j1ӝLS.
12．+RjQJ3KrHWDO7ͳÿL͋Q7L͇QJ9L͏W1Kj[XҩWEҧQĈj1ҹQJ 
13．宇根（1993）。ただし、順序を逆にできるか否かを絶対的同一、個別的―一般的や狭義―広義という概念を持
ち出して論考しているため、辞書の説明よりも具体的で分かりやすいと言えよう.
14．同上。下の例文も同じ。なお、日本語訳については「労働者であるこの青年は日本語を学んでいる」とした
方がよいのではないかと考える。これは、Qj\（この）が限定するのは WKDQKQLrQであるため.
15．+RjQJ7UӑQJ3KLӃQ
16．1JX\ӉQ9ăQ+XӋ　ベトナム南部ロンアン生まれ。東京外大客員助教授を経て、ホーチミン市国家大学「外国
人のためのベトナム語・ベトナム学」学部長。ベトナム語の他に、ムノン語など少数民族の言語についての著
作も多い.
17．1JX\ӉQ9ăQ+XӋHWDO7ͳÿL͋QQJͷSKiSWL͇QJ9L͏WF˯E̫Q1Kj[XҩWEҧQĈ+4*WS+&0S
18．この形式は最近ではほとんど見られない古い表現。また、主として北部方言の話者に見られる.
19．+RjQJ7UӑQJ3KLӃQ
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20．宇根（1993）.
21．同上.
22．宇根（1997）、44ページ.
23．1JX\ӉQ3K~3KRQJ
24．形容詞もlàを伴わずにそのままで述語になることが可能であり、従って否定にはSKҧLを必要としないと言えよ
う.
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